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キャリア教育プログラムの立上げ
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2008年度
入学生

インターンシップ実習（非要卒選択）

2009年度
入学生

2010年度
入学生

ライフデザイン
（非要卒選択）

キャリア開発Ⅰ
（非要卒選択）

就活支援講座（課外）

インターンシップ実習（非要卒選択）

2011年度
入学生

キャリア開発Ⅱ
（課外）

ライフデザイン
（必修）

キャリア開発Ⅰ
（必修）

長浜バイオ大学
魅力発見発信PJ

（選択）

長浜まちづくり
魅力発見発信PJ

（選択）

キャリア開発Ⅱ
（選択）

就活支援講座（課外）

インターンシップ実習（非要卒選択）論理的思考力開発（選択）

長浜まちづくり
魅力発見発信PJ

（課外）

長浜バイオ大学
魅力発見発信PJ

（課外）

ライフデザイン
（非要卒選択）

キャリア開発Ⅰ
（非要卒選択）

長浜まちづくり
魅力発見発信PJ

（課外）

就活支援講座（課外）

インターンシップ実習（非要卒選択）

キャリア開発Ⅱ
（課外）

キャリア基礎
（課外）

就活支援講座（課外）キャリア講座
（課外）

2007年度
入学生
以前 インターンシップ実習（非要卒選択）

キャリア講座（課外）

１回生前期 １回生後期 ２回生前期 ２回生後期 ３回生前期 ３回生後期

自己探求講座（課外）

自己探求講座（課外）

自己探求講座（課外）

自己探求講座（課外）



長浜商工会議所と包括的に連携
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（教材開発・講義）

本学 長浜商工
会議所

事業趣旨・科目ごとの獲得目標説明

企業紹介・提案

株式会社アクト
（地元デザイン事務所）

長浜まちづくり
魅力発見発信
プロジェクト

キャリア開発Ⅰ

キャリア開発Ⅱ

（講演・指導）

（経営者による講演）

論理的思考力
開発

（技術指導）

長浜バイオ大学
魅力発見発信
プロジェクト

会
員
企
業
等

株式会社アクト
(地元デザイン事務所）



地域と連携した取組が文部科学省GPに選定される

• 「地元経済界との連携による実践的就業力育成」
⇒ 平成22年度「大学生の就業力育成支援事業」採択

• 「PBLの確立を契機とした学生の主体的な学びの確
立」

⇒ 平成24年度「産業界のニーズに対応した教育改善・充
実体制整備事業」採択
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GP=Good Practice：大学等が実施する教育改革の取組の中から、優れた取組を

選び、支援するとともに、その取組について広く社会に情報提供を行うことにより、
他の大学等が選ばれた取組を参考にしながら、教育改革に取り組むことを促進し、
大学教育改革をすすめています。この「優れた取組」を「Good Practice」と呼んで
います。



なぜ商工会議所と連携したか？

•長浜は民間の活力が非常に高い。

• 商工業の経営者が、本業の経済活動はもちろん、まちづ
くりなどの地域活動にも積極的に取組んでいる。

•将来の産業を担う人材の育成・指導に地元経済界
として幅広くかかわってもらいたい。

•名実ともに地域に開かれた大学としていきたい。

• 本学を熱い想いで誘致していただいた住民・経済界・行
政の思いに応えたい。
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地域に開かれた大学となるために

•教員が主体となる関わり

• 産学官連携の推進

• 地域環境保全への取組の推進

•学生が主体となる関わり

• サークルや学祭実行委員会による地域との連携の推進
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• ところが、もう一方の事実として、多くの学生は長浜の中心市
街地に行くことがほとんどない。

• 本学は長浜駅からひとつ南の田村駅に位置している。学生の多くは滋
賀県南部や京都府、岐阜県等から通っているため、長浜の中心市街
地を訪れる機会は少なく、市民との交流もほとんどない



2010年度
長浜まちづくり魅力発見発信プロジェクト
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2011年度
長浜まちづくり魅力発見発信プロジェクト
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まちなか活動の継続が課題

• 「長浜まちづくり魅力発見発信プロジェクト」の運営に
は、まちづくり会社や商店街など多くの人が熱意をもっ
てかかわっており、本学学生が街なかで活動すること
への期待の大きさがうかがえる。

•しかし、この授業は後期のみであり、授業が終われば
また、学生の足は中心市街地から遠のいてしまう。結
果として、長浜の人々を授業の運営のためだけに利用
したような形になり好ましいことではない。

•授業がない期間でも学生たちが恒常的に中心市街地
に出かけていき、市民と交流する仕組みが必要ではな
いか。
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町家プロジェクトのスタート

• 2012年4月、長浜まちづくり㈱の事務所だった町家
を借り受け、学生が継続的に使用できる拠点とした。

• 20名程度の学生が、週1回町屋に集まり、市民と意
見交換しつつ、活動の方向性を模索してきた。
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様々なイベントへの参加
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2012年6月
まちなか本陣夏の陣

2012年7月 ゆかたまつり

2012年7～12月
ふくらの森整備事業

2012年7
わーくワーク北小タ
ウン

（学生たちの活動
の活発化を受け
て、外から話をい
ただくようになっ
た）



2012年度
長浜まちづくり魅力発見発信プロジェクト
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自主活動の立上げ
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iGEM Biwako Nagahamaは、 合成⽣生物学
の世界⼤大会”iGEM”へと挑戦するために、
2012年年10⽉月20⽇日にスタートしたプロ
ジェクト

2013年10月
香港でのアジア大会に
出場、銅賞を受賞

http://2013.igem.org/Team:Biwako_Nagahama
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Entrance to Scienceは、中学生以上の地域の

方対象に授業形式で身近な科学の楽しさを伝
えて、地域交流を深めよう！という目的をもって
2012年11月に活動を開始したグループ

町家を使って、ほぼ
隔月ペースで講座を
開催

https://www.facebook.com/entrance.science?fref=ts



今年度も様々な活動を展開
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2013年4月
曳山祭り
（写真は7月
のご苦労さん
会）

2013年6月 町家BBQ

2013年7月 ゆかたまつり

2013年7月
わーくワーク
北小タウン
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今後の課題

•自主活動を立ち上げたメンバーから新メンバーへの
世代交代

⇒ 学年を問わず、より多くの学生が参加しやすい環境を
どう作るか

•新たな活動の展開

•まちの人たちとの交流の強化

⇒ 町家にまちの人たちに来てもらいやすい環境をどう作
るか
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ご清聴ありがとうございました。
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